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橋本市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例  

 

橋本市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例 (平成 18年橋本市条例第212号 )の一部を次のように改

正する。なお、改正部分は、次の表中下線又は太線の部分である。  

 

改 正 後  改 正 前  

(設 置 ) (設 置 ) 

第 1条  生 活 用 水 そ の 他 の 浄 水 を 市 民 に 供 給 す る た め 、 本 市 に

橋 本 市 水 道 事 業 (以 下 「 水 道 事 業 」 と い う 。 )を 設 置 す る 。  

第 1条  生 活 用 水 そ の 他 の 浄 水 を 市 民 に 供 給 す る た め 、 本 市 に

橋 本 市 水 道 事 業 を 設 置 す る 。  

2 都 市 の 健 全 な 発 達 及 び 公 衆 衛 生 の 向 上 に 寄 与 し 、 併 せ て 公

共 用 水 域 の 水 質 の 保 全 に 資 す る た め 、 橋 本 市 下 水 道 事 業 (公 共

下 水 道 事 業 及 び 農 業 集 落 排 水 事 業 を い う 。 以 下 「 下 水 道 事

業 」 と い う 。 )を 設 置 す る 。  

2 都 市 の 健 全 な 発 達 及 び 公 衆 衛 生 の 向 上 に 寄 与 し 、 併 せ て 公

共 用 水 域 の 水 質 の 保 全 に 資 す る た め 、 橋 本 市 下 水 道 事 業 を 設

置 す る 。  

(経 営 の 基 本 ) (経 営 の 基 本 ) 

第 2条  略  第 2条  略  

2 水 道 事 業 の 名 称 、 給 水 区 域 、 給 水 人 口 及 び 1日 最 大 給 水 量

は 、 別 表 第 1の と お り と す る 。  

2 水 道 事 業 の 名 称 、 給 水 区 域 、 給 水 人 口 及 び 1日 最 大 給 水 量

は 、 別 表 の と お り と す る 。  

3 公 共 下 水 道 事 業 の 名 称 、 排 水 区 域 及 び 排 水 区 域 面 積 は 、 下

水 道 法 (昭 和 33年 法 律 第 79号 )第 4条 第 1項 の 規 定 に 基 づ き 策 定

さ れ た 事 業 計 画 の と お り と す る 。  

3 下 水 道 事 業 の 名 称 、 排 水 区 域 及 び 排 水 区 域 面 積 は 、 下 水 道

法 (昭 和 33年 法 律 第 79号 )第 4条 第 1項 の 規 定 に 基 づ き 策 定 さ れ

た 事 業 計 画 の と お り と す る 。  

4 農 業 集 落 排 水 事 業 の 処 理 施 設 の 処 理 区 域 及 び 名 称 並 び に 処

理 場 の 名 称 及 び 位 置 は 、 別 表 第 2の と お り と す る 。  

 

(議 会 の 同 意 を 要 す る 賠 償 責 任 の 免 除 ) (議 会 の 同 意 を 要 す る 賠 償 責 任 の 免 除 ) 

第 5条  法 第 34条 に お い て 準 用 す る 地 方 自 治 法 (昭 和 22年 法 律 第

67号 )第 243条 の 2の 8第 8項 の 規 定 に よ り 上 下 水 道 事 業 の 業 務 に

従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の 免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 得 な け

れ ば な ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係 る 賠 償 額 が 5万 円 以 上

で あ る 場 合 と す る 。  

第 5条  法 第 34条 に お い て 準 用 す る 地 方 自 治 法 (昭 和 22年 法 律 第

67号 )第 243条 の 2の 2第 8項 の 規 定 に よ り 上 下 水 道 事 業 の 業 務

に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の 免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 得 な

け れ ば な ら な い 場 合 は 、 当 該 賠 償 責 任 に 係 る 賠 償 額 が 5万 円

以 上 で あ る 場 合 と す る 。  

別 表 第 1(第 2条 関 係 ) 別 表 (第 2条 関 係 ) 

略  略  

別 表 第 2(第 2条 関 係 )  
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処 理 施 設 の 処

理 区 域  

処 理 施 設 の 名

称  

処 理 場 の 名 称  処 理 場 の 位 置  

橋 本 市 高 野 口

町 上 中 、 下

中 、 九 重 の 各

一 部  

上 中 ・ 下 中 地

区 農 業 集 落 排

水 処 理 施 設  

橋 本 市 農 業 集

落 排 水 上 中 ・

下 中 浄 化 セ ン

タ ー  

橋 本 市 高 野 口

町 下 中 13、 14

― 2、 14― 5、

15― 2、 28―

1、 289番 地  

橋 本 市 高 野 口

町 嵯 峨 谷 、 下

中 、 大 野 の 各

一 部  

西 川 地 区 農 業

集 落 排 水 処 理

施 設  

橋 本 市 農 業 集

落 排 水 西 川 浄

化 セ ン タ ー  

橋 本 市 高 野 口

町 大 野 1346―

23番 地  

  

 

附  則  

(施行期日 ) 

1 この条例は、令和6年 4月 1日から施行する。  

(橋本市事務分掌条例の一部改正) 

2 橋本市事務分掌条例(平成 18年橋本市条例第8号 )の一部を次のように改正する。なお、改正部分は、次の表

中下線の部分である。  
 

改 正 後  改 正 前  

(事 務 分 掌 ) (事 務 分 掌 ) 

第 2条  前 条 に 規 定 す る 部 の 事 務 分 掌 の 概 要 は 、 次 の と お り と

す る 。  

第 2条  前 条 に 規 定 す る 部 の 事 務 分 掌 の 概 要 は 、 次 の と お り と

す る 。  

総 合 政 策 部 ～ 建 設 部  略  総 合 政 策 部 ～ 建 設 部  略  

上 下 水 道 部  上 下 水 道 部  

(1) 飲 料 水 供 給 施 設 事 業 に 関 す る こ と 。  

  

(1) 農 業 集 落 排 水 に 関 す る こ と 。  

(橋本市下水道減債基金条例の一部改正) 

3 橋本市下水道減債基金条例(平成 18年橋本市条例第100号 )の一部を次のように改正する。なお、改正部分

は、次の表中下線の部分である。  
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改 正 後  改 正 前  

(積 立 て ) (積 立 て ) 

第 2条  基 金 と し て 積 み 立 て る 額 は 、 橋 本 市 下 水 道 事 業 会 計

予 算 (以 下 「 予 算 」 と い う 。 )に 定 め る 額 と す る 。  

第 2条  基 金 と し て 積 み 立 て る 額 は 、 橋 本 市 公 共 下 水 道 事 業

会 計 予 算 (以 下 「 予 算 」 と い う 。 )に 定 め る 額 と す る 。  

2・ 3 略  

  

2・ 3 略  

(橋本市農業集落排水事業受益者分担金条例の一部改正) 

4 橋本市農業集落排水事業受益者分担金条例(平成 18年橋本市条例第 173号 )の一部を次のように改正する。な

お、改正部分は、次の表中下線又は太線の部分である。  
 

改 正 後  改 正 前  

(分 担 金 の 徴 収 ) (分 担 金 の 徴 収 ) 

第 3条  分 担 金 は 、 受 益 者 か ら 徴 収 す る 。 た だ し 、 維 持 管 理

分 野 に お け る 費 用 及 び 汚 泥 乾 燥 ・ 遠 隔 監 視 ・ 機 能 強 化 等 の

事 業 に か か る も の に つ い て の 分 担 金 は 徴 収 し な い も の と す

る 。  

 

第 3条  分 担 金 は 、 受 益 者 か ら 徴 収 す る 。 た だ し 、 次 に 掲 げ

る も の に つ い て の 分 担 金 は 徴 収 し な い も の と す る 。  

 

 

(1) 維 持 管 理 分 野 に お け る 費 用 及 び 汚 泥 乾 燥 ・ 遠 隔 監

視 ・ 機 能 強 化 等 の 事 業 に か か る も の  

(分 担 金 の 額 ) (分 担 金 の 額 ) 

第 4条  略  第 4条  略  

2 新 規 加 入 者 (橋 本 市 農 業 集 落 排 水 処 理 施 設 管 理 条 例 (平 成

18年 橋 本 市 条 例 第 174号 )第 12条 に 規 定 す る 新 規 加 入 者 を い

う 。 )が 分 担 す る 分 担 金 の 額 に つ い て は 、 別 表 に 定 め る も の

と す る 。  

2 新 規 加 入 者 (橋 本 市 農 業 集 落 排 水 処 理 施 設 設 置 及 び 管 理 条

例 (平 成 18年 橋 本 市 条 例 第 174号 )第 12条 に 規 定 す る 新 規 加 入

者 を い う 。 )が 分 担 す る 分 担 金 の 額 に つ い て は 、 別 表 に 定 め

る も の と す る 。  

(分 担 金 の 賦 課 ) (分 担 金 の 賦 課 ) 

第 5条  略  第 5条  略  

2 分 担 金 の 賦 課 期 日 及 び 納 期 は 、 水 道 事 業 及 び 下 水 道 事 業

管 理 者 の 権 限 を 行 う 市 長 (以 下 「 管 理 者 」 と い う 。 )が 別 に

定 め る 。  

2 分 担 金 の 賦 課 期 日 及 び 納 期 は 、 市 長 が 別 に 定 め る 。  

(分 担 金 の 徴 収 猶 予 ) (分 担 金 の 徴 収 猶 予 ) 

第 6条  管 理 者 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に お 第 6条  市 長 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に お い
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い て は 、 分 担 金 の 徴 収 を 猶 予 す る こ と が で き る 。  て は 、 分 担 金 の 徴 収 を 猶 予 す る こ と が で き る 。  

(1)・ (2) 略  (1)・ (2) 略  

(分 担 金 の 減 免 ) (分 担 金 の 減 免 ) 

第 7条  管 理 者 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に お

い て は 、 分 担 金 の 全 部 若 し く は 一 部 を 減 額 し 、 又 は 免 除 す

る こ と が で き る 。  

第 7条  市 長 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に お い

て は 、 分 担 金 の 全 部 若 し く は 一 部 を 減 額 し 、 又 は 免 除 す る

こ と が で き る 。  

(1)・ (2) 略  (1)・ (2) 略  

(新 規 の 加 入 ) (新 規 の 加 入 ) 

第 8条  新 規 加 入 者 は 、 上 下 水 道 事 業 管 理 規 程 で 定 め る 申 請

書 を 管 理 者 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

第 8条  新 規 加 入 者 は 、 規 則 で 定 め る 申 請 書 を 市 長 に 提 出 し

な け れ ば な ら な い 。  

2 管 理 者 は 、 前 項 の 申 請 が あ っ た と き は 、 そ の 承 認 の 可 否

を 決 定 し 、 通 知 し な け れ ば な ら な い 。  

2 市 長 は 、 前 項 の 申 請 が あ っ た と き は 、 そ の 承 認 の 可 否 を

決 定 し 、 通 知 し な け れ ば な ら な い 。  

3 新 規 加 入 者 は 、 前 項 の 承 認 の あ っ た 日 か ら 1年 以 内 に 排 水

設 備 (橋 本 市 農 業 集 落 排 水 処 理 施 設 管 理 条 例 第 3条 に 規 定 す

る 排 水 設 備 を い う 。 )の 設 置 を し な け れ ば な ら な い 。 た だ

し 、 管 理 者 が 特 別 の 事 由 が あ る と 認 め た も の に つ い て は 、

こ の 限 り で な い 。  

3 新 規 加 入 者 は 、 前 項 の 承 認 の あ っ た 日 か ら 1年 以 内 に 排 水

設 備 (橋 本 市 農 業 集 落 排 水 処 理 施 設 設 置 及 び 管 理 条 例 第 3条

に 規 定 す る 排 水 設 備 を い う 。 )の 設 置 を し な け れ ば な ら な

い 。 た だ し 、 市 長 が 特 別 の 事 由 が あ る と 認 め た も の に つ い

て は 、 こ の 限 り で な い 。  

(受 益 者 の 変 更 ) (受 益 者 の 変 更 ) 

第 9条  受 益 者 に 変 更 が あ っ た 場 合 に お い て 、 当 該 変 更 に 係

る 当 事 者 が そ の 旨 を 管 理 者 に 届 け 出 た と き は 、 変 更 後 の 受

益 者 は 、 従 前 の 受 益 者 の 地 位 を 継 承 す る も の と す る 。  

第 9条  受 益 者 に 変 更 が あ っ た 場 合 に お い て 、 当 該 変 更 に 係

る 当 事 者 が そ の 旨 を 市 長 に 届 け 出 た と き は 、 変 更 後 の 受 益

者 は 、 従 前 の 受 益 者 の 地 位 を 継 承 す る も の と す る 。  

(受 益 者 の 取 消 し ) (受 益 者 の 取 消 し ) 

第 10条  管 理 者 は 、 こ の 条 例 、 上 下 水 道 事 業 管 理 規 程 そ の 他

管 理 者 が 定 め る と こ ろ に 受 益 者 等 が 違 反 し た と き 又 は 受 益

者 か ら の 申 出 が あ っ た と き は 、 受 益 者 の 承 認 を 取 り 消 す こ

と が で き る 。 た だ し 、 既 納 の 分 担 金 は 、 返 還 し な い も の と

す る 。  

第 10条  市 長 は 、 こ の 条 例 、 規 則 そ の 他 市 長 が 定 め る と こ ろ

に 受 益 者 等 が 違 反 し た と き 又 は 受 益 者 か ら の 申 出 が あ っ た

と き は 、 受 益 者 の 承 認 を 取 り 消 す こ と が で き る 。 た だ し 、

既 納 の 分 担 金 は 、 返 還 し な い も の と す る 。  

(委 任 ) (委 任 ) 

第 11条  こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 管 理 者 が 定 め

る 。  

第 11条  こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め

る 。  

別 表 (第 4条 関 係 ) 別 表 (第 4条 関 係 ) 
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受 益 者 分 担 金 額 基 準 表  受 益 者 分 担 金 額 基 準 表  

受 益 者 の 種 類  分 担 金 の 額  

 

 

 

 

 

(1) 上 中 ・ 下 中 地 区 農 業 集 落 排 水

処 理 施 設 の 処 理 区 域 に 係 る 新 規 加

入 者  

387,000円  

(2) 西 川 地 区 農 業 集 落 排 水 処 理 施

設 の 処 理 区 域 に 係 る 新 規 加 入 者  

400,000円  

  

受 益 者 の 種 類  分 担 金 の 額  

(1) 吉 原 農 業 集 落 排 水 処 理 施 設 の

処 理 区 域 に 係 る 新 規 加 入 者  

314,000円  

(2) 山 田 ・ 出 塔 農 業 集 落 排 水 処 理

施 設 の 処 理 区 域 に 係 る 新 規 加 入 者  

301,000円  

(3) 上 中 ・ 下 中 地 区 農 業 集 落 排 水

処 理 施 設 の 処 理 区 域 に 係 る 新 規 加

入 者  

387,000円  

(4) 西 川 地 区 農 業 集 落 排 水 処 理 施

設 の 処 理 区 域 に 係 る 新 規 加 入 者  

400,000円  

 

(橋本市農業集落排水処理施設設置及び管理条例の一部改正) 

5 橋本市農業集落排水処理施設設置及び管理条例(平成 18年橋本市条例第174号 )の一部を次のように改正す

る。なお、改正部分は、次の表中下線又は太線の部分の部分である。  

 
改 正 後  改 正 前  

橋 本 市 農 業 集 落 排 水 処 理 施 設 管 理 条 例  橋 本 市 農 業 集 落 排 水 処 理 施 設 設 置 及 び 管 理 条 例  

(趣 旨 ) (設 置 ) 

第 1条  こ の 条 例 は 、 地 域 の 農 業 用 水 の 水 質 保 全 と 公 衆 衛 生 及

び 環 境 衛 生 の 向 上 を 図 る た め 、 農 業 集 落 排 水 事 業 に よ り 設 置

す る 農 業 集 落 排 水 処 理 施 設 の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る

も の と す る 。  

第 1条  本 市 は 、 地 域 の 農 業 用 水 の 水 質 保 全 と 公 衆 衛 生 及 び 環

境 衛 生 の 向 上 を 図 る た め 、 農 業 集 落 排 水 事 業 に よ り 農 業 集 落

排 水 処 理 施 設 (以 下 「 処 理 施 設 」 と い う 。 )を 設 置 す る 。  

 

第 2条  削 除  

(処 理 施 設 の 処 理 区 域 及 び 名 称 ) 

第 2条  処 理 施 設 の 処 理 区 域 、 名 称 及 び 処 理 場 の 名 称 並 び に 位

置 は 、 別 表 第 1に 掲 げ る と お り と す る 。  

(排 水 の 基 準 ) (排 水 の 基 準 ) 

第 4条  略  第 4条  略  

2 使 用 者 は 、 別 表 第 1に 掲 げ る 排 水 の 基 準 に 適 合 し な け れ ば な

ら な い 。  

2 使 用 者 は 、 別 表 第 2に 掲 げ る 排 水 の 基 準 に 適 合 し な け れ ば な

ら な い 。  

3 水 道 事 業 及 び 下 水 道 事 業 管 理 者 の 権 限 を 行 う 市 長 (以 下 「 管 3 市 長 は 、 前 2項 の 規 定 に 違 反 し た 使 用 者 に 対 し 、 処 理 施 設 の
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理 者 」 と い う 。 )は 、 前 2項 の 規 定 に 違 反 し た 使 用 者 に 対 し 、

処 理 施 設 の 使 用 停 止 等 必 要 な 措 置 を 講 ず る こ と が で き る 。  

使 用 停 止 等 必 要 な 措 置 を 講 ず る こ と が で き る 。  

(供 用 開 始 の 告 示 ) (供 用 開 始 の 告 示 ) 

第 5条  管 理 者 は 、 処 理 施 設 の 供 用 を 開 始 し よ う と す る と き

は 、 あ ら か じ め 供 用 を 開 始 す べ き 日 、 処 理 区 域 そ の 他 供 用 開

始 に 必 要 な 事 項 を 告 示 し な け れ ば な ら な い 。 告 示 し た 事 項 を

変 更 し よ う と す る と き も 同 様 と す る 。  

第 5条  市 長 は 、 処 理 施 設 の 供 用 を 開 始 し よ う と す る と き は 、

あ ら か じ め 供 用 を 開 始 す べ き 日 、 処 理 区 域 そ の 他 供 用 開 始 に

必 要 な 事 項 を 告 示 し な け れ ば な ら な い 。 告 示 し た 事 項 を 変 更

し よ う と す る と き も 同 様 と す る 。  

(排 水 設 備 の 設 置 義 務 ) (排 水 設 備 の 設 置 義 務 ) 

第 6条  処 理 区 域 内 の 受 益 者 は 、 処 理 施 設 の 供 用 開 始 の 日 か ら 3

年 以 内 に 排 水 設 備 の 設 置 を し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 管

理 者 が 特 別 の 事 由 が あ る と 認 め た も の に つ い て は 、 こ の 限 り

で な い 。  

第 6条  処 理 区 域 内 の 受 益 者 は 、 処 理 施 設 の 供 用 開 始 の 日 か ら 3

年 以 内 に 排 水 設 備 の 設 置 を し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 市

長 が 特 別 の 事 由 が あ る と 認 め た も の に つ い て は 、 こ の 限 り で

な い 。  

(排 水 設 備 工 事 の 確 認 ) (排 水 設 備 工 事 の 確 認 ) 

第 7条  使 用 者 は 、 排 水 設 備 の 新 設 、 増 設 又 は 改 築 (以 下 「 新 設

等 」 と い う 。 )を 行 お う と す る と き に は 、 あ ら か じ め そ の 計 画

に つ い て 、 法 令 の 規 定 の 適 用 が あ る 場 合 に お い て は そ れ ら の

法 令 の 規 定 に よ る ほ か 別 に 定 め る 排 水 設 備 技 術 基 準 (以 下 「 技

術 基 準 」 と い う 。 )に 適 合 す る も の で あ る か ど う か 管 理 者 の 確

認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 確 認 を 受 け た 事 項 を 変 更 し よ う

と す る と き も 同 様 と す る 。  

第 7条  使 用 者 は 、 排 水 設 備 の 新 設 、 増 設 又 は 改 築 (以 下 「 新 設

等 」 と い う 。 )を 行 お う と す る と き に は 、 あ ら か じ め そ の 計 画

に つ い て 、 法 令 の 規 定 の 適 用 が あ る 場 合 に お い て は そ れ ら の

法 令 の 規 定 に よ る ほ か 別 に 定 め る 排 水 設 備 技 術 基 準 (以 下 「 技

術 基 準 」 と い う 。 )に 適 合 す る も の で あ る か ど う か 市 長 の 確 認

を 受 け な け れ ば な ら な い 。 確 認 を 受 け た 事 項 を 変 更 し よ う と

す る と き も 同 様 と す る 。  

(工 事 の 施 工 ) (工 事 の 施 工 ) 

第 8条  略  第 8条  略  

2 排 水 設 備 の 新 設 等 の 工 事 の 施 工 は 、 橋 本 市 下 水 道 排 水 設 備

指 定 工 事 店 条 例 (平 成 18年 橋 本 市 条 例 第 201号 )第 2条 第 1項 に 規

定 す る 工 事 店 (以 下 「 下 水 道 排 水 設 備 指 定 工 事 店 」 と い う 。 )

で な け れ ば 行 っ て は な ら な い 。 た だ し 、 管 理 者 が 特 別 に 認 め

る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

2 排 水 設 備 の 新 設 等 の 工 事 の 施 工 は 、 橋 本 市 下 水 道 排 水 設 備

指 定 工 事 店 条 例 (平 成 18年 橋 本 市 条 例 第 201号 )第 2条 第 1項 に 規

定 す る 工 事 店 (以 下 「 下 水 道 排 水 設 備 指 定 工 事 店 」 と い う 。 )

で な け れ ば 行 っ て は な ら な い 。 た だ し 、 市 長 が 特 別 に 認 め る

場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

3 略  3 略  

(排 水 設 備 工 事 の 検 査 ) (排 水 設 備 工 事 の 検 査 ) 

第 9条  排 水 設 備 の 新 設 等 を 行 っ た も の は 、 当 該 工 事 の 完 了 し

た 日 か ら 5日 以 内 に 管 理 者 に 届 け 出 て 、 検 査 を 受 け な け れ ば な

ら な い 。  

第 9条  排 水 設 備 の 新 設 等 を 行 っ た も の は 、 当 該 工 事 の 完 了 し

た 日 か ら 5日 以 内 に 市 長 に 届 け 出 て 、 検 査 を 受 け な け れ ば な ら

な い 。  

2 前 項 の 検 査 に 合 格 し た と き は 、 管 理 者 は 、 検 査 済 証 を 交 付 2 前 項 の 検 査 に 合 格 し た と き は 、 市 長 は 、 検 査 済 証 を 交 付 す
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す る も の と す る 。  る も の と す る 。  

(使 用 開 始 等 の 届 出 ) (使 用 開 始 等 の 届 出 ) 

第 10条  使 用 者 は 、 処 理 施 設 の 使 用 開 始 、 休 止 、 廃 止 又 は 休 止

中 の も の を 再 開 し よ う と す る と き に は 、 管 理 者 に 届 け 出 な け

れ ば な ら な い 。 ま た 、 届 け 出 た 事 項 を 変 更 し よ う と す る と き

も 、 同 様 と す る 。  

第 10条  使 用 者 は 、 処 理 施 設 の 使 用 開 始 、 休 止 、 廃 止 又 は 休 止

中 の も の を 再 開 し よ う と す る と き に は 、 市 長 に 届 け 出 な け れ

ば な ら な い 。 ま た 、 届 け 出 た 事 項 を 変 更 し よ う と す る と き

も 、 同 様 と す る 。  

(維 持 管 理 負 担 金 及 び 使 用 料 ) (維 持 管 理 負 担 金 及 び 使 用 料 ) 

第 11条  処 理 施 設 の 使 用 者 は 、 別 表 第 2に 定 め る 額 を 維 持 管 理

負 担 金 及 び 使 用 料 と し て 納 付 し な け れ ば な ら な い  

第 11条  処 理 施 設 の 使 用 者 は 、 別 表 第 3に 定 め る 額 を 維 持 管 理

負 担 金 及 び 使 用 料 と し て 納 付 し な け れ ば な ら な い  

2 略  

3 管 理 者 が 特 別 の 事 由 が あ る と 認 め る と き に は 、 前 2項 の 規 定

に よ り 算 出 し た 維 持 管 理 負 担 金 及 び 使 用 料 の 全 部 若 し く は 一

部 を 減 免 又 は 徴 収 猶 予 す る こ と が で き る 。  

2 略  

3 市 長 が 特 別 の 事 由 が あ る と 認 め る と き に は 、 前 2項 の 規 定 に

よ り 算 出 し た 維 持 管 理 負 担 金 及 び 使 用 料 の 全 部 若 し く は 一 部

を 減 免 又 は 徴 収 猶 予 す る こ と が で き る 。  

  

4～ 6 略  4～ 6 略  

(委 任 ) (委 任 ) 

第 13条  こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 管 理 者 が 定 め

る 。  

第 13条  こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。  

 別 表 第 1(第 2条 関 係 ) 

 処 理 施 設 の

処 理 区 域  

処 理 施 設 の

名 称  

処 理 場 の 名

称  

処 理 場 の 位 置  

橋 本 市  

吉 原 、 山 田

の 各 一 部  

吉 原 地 区 農

業 集 落 排 水

処 理 施 設  

橋 本 市 農 業

集 落 排 水 吉

原 浄 化 セ ン

タ ー  

橋 本 市 吉 原 字

東 谷 740― 1、

740― 2、 742―

1番 地  

橋 本 市  

山 田 、 出 塔

の 各 一 部  

山 田 ・ 出 塔

地 区 農 業 集

落 排 水 処 理

施 設  

橋 本 市 農 業

集 落 排 水 山

田 ・ 出 塔 浄

化 セ ン タ ー  

橋 本 市 出 塔 字

森 本 459、 459

― 1、 459― 2、

460番 地  

橋 本 市 高 野

口 町  

上 中 、 下

上 中 ・ 下 中

地 区 農 業 集

落 排 水 処 理

橋 本 市 農 業

集 落 排 水 上

中 ・ 下 中 浄

橋 本 市 高 野 口

町 下 中 13、 14

― 2、 14― 5、
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中 、 九 重 の

各 一 部  

施 設  化 セ ン タ ー  15― 2、 28―

1、 289番 地  

橋 本 市 高 野

口 町  

嵯 峨 谷 、 下

中 、 大 野 の

各 一 部  

西 川 地 区 農

業 集 落 排 水

処 理 施 設  

橋 本 市 農 業

集 落 排 水 西

川 浄 化 セ ン

タ ー  

橋 本 市 高 野 口

町 大 野 1346―

23番 地  

別 表 第 1(第 4条 関 係 ) 

略  

別 表 第 2(第 11条 関 係 ) 

略  

別 表 第 2(第 4条 関 係 ) 

略  

別 表 第 3(第 11条 関 係 ) 

略  

  

(橋本市上下水道事業審議会条例の一部改正 ) 

6 橋本市上下水道事業審議会条例 (令和 2年橋本市条例第32号 )の一部を次のように改正する。なお、改正部分

は、次の表中下線の部分である。  

 
改 正 後  改 正 前  

(設 置 ) (設 置 ) 

第 1条  橋 本 市 水 道 事 業 及 び 下 水 道 事 業 (以 下 「 上 下 水 道 事 業 」

と い う 。 )の 円 滑 な 運 営 を 図 る た め 、 地 方 公 営 企 業 法 (昭 和 27

年 法 律 第 292号 )第 14条 の 規 定 に 基 づ き 、 橋 本 市 上 下 水 道 事 業

審 議 会 (以 下 「 審 議 会 」 と い う 。 )を 置 く 。  

第 1条  橋 本 市 水 道 事 業 及 び 下 水 道 事 業 の 円 滑 な 運 営 を 図 る た

め 、 地 方 公 営 企 業 法 (昭 和 27年 法 律 第 292号 )第 14条 の 規 定 に 基

づ き 、 橋 本 市 上 下 水 道 事 業 審 議 会 (以 下 「 審 議 会 」 と い う 。 )

を 置 く 。  

(所 掌 事 務 ) (所 掌 事 務 ) 

第 2条  審 議 会 は 、 上 下 水 道 事 業 管 理 者 の 権 限 を 行 う 市 長 (以 下

「 管 理 者 」 と い う 。 )の 諮 問 に 応 じ 、 上 下 水 道 事 業 の 運 営 に 関

す る 事 項 に つ い て 審 議 す る 。  

 

第 2条  審 議 会 は 、 水 道 事 業 及 び 下 水 道 事 業 管 理 者 の 権 限 を 行

う 市 長 (以 下 「 管 理 者 」 と い う 。 )の 諮 問 に 応 じ 、 水 道 事 業 及

び 下 水 道 事 業 の 運 営 に 関 す る 事 項 に つ い て 審 議 す る 。  

(橋本市下水道条例の一部改正) 

7 橋本市下水道条例(平成 18年橋本市条例第200号 )の一部を次のように改正する。なお、改正部分は、次の表

中下線の部分である。  

 

改 正 後  改 正 前  
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(使 用 開 始 等 の 届 出 ) (使 用 開 始 等 の 届 出 ) 

第 15条  略  第 15条  略  

2 略  2 略  

3 橋 本 市 水 道 事 業 給 水 条 例 (平 成 18年 橋 本 市 条 例 第 215号 。 以

下 「 給 水 条 例 」 と い う 。 )第 13条 の 届 出 を し た 者 が 汚 水 の 集 合

処 理 団 地 の 区 域 か ら の 移 管 に よ り 使 用 者 と な っ た と き は 、 第 1

項 の 届 出 を し た も の と み な す 。  

 

3 橋 本 市 水 道 事 業 給 水 条 例 (平 成 18年 橋 本 市 条 例 第 215号 。 以

下 「 給 水 条 例 」 と い う 。 )第 13条 の 届 出 を し た 者 が 以 下 の 事 由

に よ り 使 用 者 と な っ た と き は 、 第 1項 の 届 出 を し た も の と み な

す 。  

(1) 汚 水 の 集 合 処 理 団 地 の 区 域 か ら の 移 管  

4 橋 本 市 農 業 集 落 排 水 処 理 施 設 管 理 条 例 (平 成 18年 橋 本 市 条 例

第 174号 )第 10条 の 届 出 を し た 者 が 農 業 集 落 排 水 処 理 区 域 の 公

共 下 水 道 区 域 へ の 編 入 に よ り 使 用 者 と な っ た と き は 、 第 1項

の 届 出 を し た も の と み な す 。  

 

 

(橋本市下水道排水設備指定工事店条例の一部改正) 

8 橋本市下水道排水設備指定工事店条例(平成 18年橋本市条例第201号 )の一部を次のように改正する。なお、

改正部分は、次の表中下線の部分である。  

 
改 正 後  改 正 前  

(趣 旨 ) (趣 旨 ) 

第 1条  こ の 条 例 は 、 橋 本 市 下 水 道 条 例 (平 成 18年 橋 本 市 条 例 第

200号 。 以 下 「 下 水 道 条 例 」 と い う 。 )第 6条 第 1項 及 び 橋 本 市

農 業 集 落 排 水 処 理 施 設 管 理 条 例 (平 成 18年 橋 本 市 条 例 第 174

号 。 以 下 「 農 集 条 例 」 と い う 。 )第 8条 第 2項 に 規 定 す る 下 水 道

排 水 設 備 指 定 工 事 店 (以 下 「 指 定 工 事 店 」 と い う 。 )の 指 定 等

に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

  

第 1条  こ の 条 例 は 、 橋 本 市 下 水 道 条 例 (平 成 18年 橋 本 市 条 例 第

200号 。 以 下 「 下 水 道 条 例 」 と い う 。 )第 6条 第 1項 及 び 橋 本 市

農 業 集 落 排 水 処 理 施 設 設 置 及 び 管 理 条 例 (平 成 18年 橋 本 市 条 例

第 174号 。 以 下 「 農 集 条 例 」 と い う 。 )第 8条 第 2項 に 規 定 す る

下 水 道 排 水 設 備 指 定 工 事 店 (以 下 「 指 定 工 事 店 」 と い う 。 )の

指 定 等 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

 

-
7
3
-


	R5.12定例会議案書.pdf
	議案14


